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作成日：西暦 2024 年 5 月 30 日 

 

研究に関するホームページ上の情報公開文書 

 

研究課題名：sinus type dural arteriovenous fistula（静脈洞タイプの硬膜動

静脈瘻）に対する transvenous coil embolization（経静脈的コイル塞栓術）

の治療戦略 

 

 
本研究は藤田医科大学の医学研究倫理審査委員会で審査され、学長の許可を

得て実施しています。 
 
１．研究の対象 

2016年 1月～2024年 5月に藤田医科大学ばんたね病院で硬膜動静脈瘻に対
する経静脈的塞栓術を受けられた方 
 
２．研究目的・方法・研究期間 
 研究の目的及び意義（概要） 

sinus type dural arteriovenous fistula（静脈洞タイプの硬膜動静脈瘻）に

対する transvenous embolization（経静脈的塞栓術）を行うには様々な注

意点が存在する．過去の経験から安全・確実な治療戦略について検討する． 

 研究期間：倫理審査委員会承認日～2027年 5月 31日  ただし期間内に研
究対象者の求めがあった場合，その対象者についてはその時点で研究を終了

する 
 
 研究の方法 

1. 研究デザイン 

（１）介入 

介入の有無：無 

（２）侵襲性 

侵襲の有無：無 

（３）薬機法における未承認・適応外の医薬品等の臨床研究に該当するか 

   該当しない 

（４）製薬企業等から資金提供を受けて実施される当該製薬企業等の医

薬品等の臨床研究に該当するか 
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   該当しない 

 

２.研究の流れ・研究対象者に対して行う内容 

 過去の治療記録から硬膜動静脈瘻の部位，アプローチ方法，アプローチに要

した時間，治癒率，合併症を検出しその頻度を算出する．合併症例について

はその詳細と予防法・解決策を検討する． 
 
３．研究に用いる試料・情報の種類 
情報：病歴、治療歴、副作用等の発生状況、等 
試料：なし 
 
４．外部への試料・情報の提供  
 なし 
 
５．研究組織 
研究責任者：  
藤田医科大学 脳神経外科 教授 加藤庸子 
 
６．除外の申出・お問い合わせ先 
試料・情報が本研究に用いられることについて研究の対象となる方もしくは

その代諾者の方にご了承いただけない場合には、研究対象から除外させていた

だきます。下記の連絡先までお申し出ください。その場合でも、お申し出により、

研究の対象となる方その他に不利益が生じることはありません。 
本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さ

い。 
また、ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支

障がない範囲内で、研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお

申出下さい。 
 
  照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 
  藤田医科大学ばんたね病院 脳神経外科 

担当者：原口 健一 

愛知県名古屋市中川区尾頭橋三丁目 6 番 10 号 

電話 052-321-8171  
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 この研究は、企業等からの資金提供は受けていません。また、この研究に関連

する企業と研究者等との間に、開示すべき利益相反はありません。 


